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共
通
テ
ス
ト
　
国
語
と
は
　
　
　

の

攻
略

ポ
イ
ン
ト

攻
略

ポ
イ
ン
ト

攻
略

ポ
イ
ン
ト

出
題
内
容
と
攻
略
ポ
イ
ン
ト

ま
ず
は
正
確
に
読
む
こ
と
を
意
識
！

基
礎
知
識
の
徹
底
学
習
を
！

設
問
等
に
注
目
し
な
が
ら

「
情
報
」
を
整
理
す
る
！

基
礎
問
題
で
も
っ
た
い
な
い
失
点
を
し
な
い

よ
う
、
基
礎
知
識
は
繰
り
返
し
確
認
し
、
定

着
さ
せ
て
お
こ
う
。

複
数
の
文
章
や
資
料
を
関
連
づ
け
る
た
め

の
「
視
点
」
を
設
問
等
に
注
目
し
な
が
ら

確
認
し
、
解
答
を
導
く
た
め
に
必
要
な
「
情

報
」
を
整
理
し
て
い
こ
う
。

初
め
は
十
分
な
時
間
を
か
け
、
共
通
テ
ス
ト
と
同
程
度
の
字

数
の
文
章
を
、
正
確
に
読
み
取
る
練
習
を
積
も
う
。

基
礎
問
題
が

全
体
の
約
３
割
を
占
め
る
。

複
数
の
文
章
や
資
料
を
関
連

づ
け
て
読
む
力
が
重
要
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
評
論
の
漢
字
、
小
説
の
語
句
の

意
味
、
古
文
の
語
句
の
解
釈
・
文
法
問
題
、
漢
文
の
語
句

の
意
味
や
読
み
・
訓
読
な
ど
が
、
全
体
の
約
３
割
を
占
め

て
い
た
。
共
通
テ
ス
ト
で
も
同
程
度
の
基
礎
問
題
が
出
題

さ
れ
て
い
る
。

　

共
通
テ
ス
ト
で
は
複
数
の
文
章
や
資
料
を
読
ん
で
互
い

に
関
連
づ
け
て
考
え
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
問
題
だ
が
、短
い
時
間
で

長
文
を
読
み
解
く
力
が
必
要
。

　

難
問
・
奇
問
は
な
い
が
、
読
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
章
量
が
多
く
、

時
間
と
の
勝
負
に
な
る
。
文
章
を
速
く
正
確
に
読
み
取
り
、
情
報
を
的
確
に
処

理
す
る
力
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
本
文
の
論
の

進
め
方
や
表
現
に
つ
い
て
の
問
い
が
出
題
さ
れ
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
部

分
的
な
理
解
だ
け
で
な
く
、
文
章
全
体
を
正
確
に
つ
か
む
力
も
求
め
ら
れ
る
。

　

共
通
テ
ス
ト
の
国
語
は
、
４
大
問
構
成
で
、
解
答
時
間
は

80
分
。
４
大
問
と
も
マ
ー
ク
式
に
よ
る
試
験
で
あ
る
。
従
来

の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
同
様
、
知
識
事
項
や
文
章
読
解
に
つ
い

て
出
題
さ
れ
る
。
基
本
事
項
を
押
さ
え
て
演
習
を
積
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。

出
題
構
成

大
問

ジ
ャ
ン
ル

配
点

本
文
ペ
ー
ジ
数

設
問
数

解
答
数

試験時間80 分
第
１
問
論
理
的

文
章

50
点

第
２
問
文
学
的

文
章

50
点

第
３
問

古
文

50
点

第
４
問

漢
文

50
点

6問
程度

6問
程度

6問
程度

6問
程度

10～128～98～98～9

4～5
ページ
程度

4～5
ページ
程度

1～2
ページ
程度

1～2
ページ
程度
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過
去
の
出
典
一
覧

過
去
の
出
典
一
覧

設
問
構
成

設
問
構
成

2
0
2
1
年
度
・
2
0
2
2

年
度
と
も
詩
と
文
章
と
の
複

数
テ
ク
ス
ト
で
の
出
題
が
な

さ
れ
た
。
明
代
以
降
の
比
較

的
新
し
い
文
章
か
ら
出
題
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

中
古
や
中
世
の
物
語
か
ら
の

出
題
が
多
い
。
2
0
2
2
年

度
は
複
数
の
文
章
に
よ
る
出

題
が
な
さ
れ
た
。
2
0
2
1

年
度
・
2
0
2
2
年
度
と
和

歌
を
含
む
文
章
の
出
題
が
続

い
て
い
る
。

漢
文

古
文

出題形式や対策の詳細は、４～５ページで確認！

出題形式や対策の詳細は、６～７ページで確認！

問
1

知
識

語
句
の
意
味
・
読
み
（
２
問
）

問
２～問６

知
識

返
り
点
・
訓
読
・
句
法
・
漢
詩
の
知
識
な
ど

読
解

解
釈
・
文
脈
把
握
・
心
情
把
握
・
表
現
上
の
特
色
の
理
解
・

論
の
展
開
の
把
握
な
ど

問
1

知
識

語
句
の
解
釈
（
３
問
）

問
２～問６

知
識

文
法
・
和
歌
の
理
解
な
ど

読
解

文
脈
把
握
・
心
情
把
握
・
登
場
人
物
の
理
解
・
表
現
上
の
特

色
の
理
解
な
ど

試行調査

2018
年度

「
郁
離
子
」（
劉
基
）

2017
年度

「
史
記
」（
司
馬
遷
）・

「
太
公
垂
釣
図
」（
佐
藤
一
斎
）

本
試
験

追
試
験

共通テスト

2022
年度

「
揅
経
室
集
」（
阮
元
）

「
重
編
東
坡
先
生
外
集
」（
蘇
軾
）

2021
年度

「
欧
陽
文
忠
公
集
」（
欧
陽
脩
）・

「
韓
非
子
」

「
墨
池
記
」（
曾
鞏
）

センター試験

2020
年度

謝
霊
運
の
詩

「
文
史
通
義
」（
章
学
誠
）

試行調査

2018
年度

「
源
氏
物
語
」（
手
習
）

中古
物語

2017
年度

「
源
氏
物
語
」（
桐
壺
）・

「
原
中
最
秘
抄
」

中古・中世
物語・随筆

本
試
験

追
試
験

共通テスト

2022
年度

「
増
鏡
」・

「
と
は
ず
が
た
り
」

中世
物語・日記
「
蜻
蛉
日
記
」

中古
日記

2021
年度

「
栄
花
物
語
」

中古
物語
「
山
路
の
露
」

中世
物語

センター試験

2020
年度

「
小
夜
衣
」

中世
物語
「
桃
の
園
生
」

近世
物語

本
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

追
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験

本
試
験
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共
通
テ
ス
ト
の
攻
略
ポ
イ
ン
ト

語
句
の
解
釈
や
文
法
知
識
を
ベ
ー
ス
と
し
た
読
解
設

問
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
引
き
続
き
出
題
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
古
文
単
語
や
文
法
と
い
っ
た
基
本
事

項
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
従
来
通
り
。
一
方
で
、
共

通
テ
ス
ト
で
は
、
複
数
の
、
出
典
の
異
な
る
本
文
が

提
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
際
、
基
本
的
な
古

典
常
識
や
文
学
史
の
知
識
が
あ
る
と
心
強
い
。

古
文
古
文

【
語
句
の
解
釈
】
古
典
知
識
を
生
か
し
て

確
実
に
得
点
し
よ
う
！

【
文
法
】
解
釈
に
か
ら
め
て
出
題
さ
れ
る
。

基
礎
を
固
め
て
お
け
ば
心
配
無
用
！

ト
ー
タ
ル
で
一
六
〇
〇
字
程
度
の
文
章
量
だ
が
、

基
本
事
項
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
れ
ば
大
丈
夫
！

本
文

（
2021
本
試　

問
1
）

（
2021
追
試　

問
2
）

（
2022
本
試
）

こ
う

問
わ
れ
る

こ
う
問
わ
れ
る

こ
う
解
く
！

こ
う
解
く
！

単
語
と
文
法
を
手
が
か
り
に

選
択
肢
を
絞
り
込
も
う
！

共
通
テ
ス
ト
で
も
従
来
の
セ
ン
タ
ー
試
験
同
様
の
形
式

で
出
題
さ
れ
た
。
語
句
の
解
釈
問
題
は
、
文
脈
に
よ
る

判
断
だ
け
で
早
合
点
せ
ず
、
辞
書
的
な
意
味
を
必
ず

押
さ
え
る
こ
と
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
助
動
詞
や
敬
語

の
訳
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
助
詞
や
副

詞
の
呼
応
に
も
注
意
す
る
こ
と
で
正
解
を
絞
り
込
め
た

こ
と
も
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

正
確
に
品
詞
分
解
し
た
う
え
で
、

選
択
肢
の
内
容
を
丁
寧
に
確
認
し
よ
う
！

共
通
テ
ス
ト
で
は
、
文
法
だ
け
を
問
う
の
で
は
な
く
、
解
釈
や

表
現
に
か
ら
め
て
問
う
形
式
で
出
題
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
ま

ず
は
正
確
に
品
詞
分
解
し
（
手
順
１
）、
直
前
の
語
や
文
全

体
の
意
味
を
考
え
て
確
定
し
た
う
え
で
、
選
択
肢
の
内
容
を
一

つ
ひ
と
つ
確
認
し
よ
う
（
手
順
２
）。
特
に
呼
応
関
係
や
敬

語
な
ど
に
つ
い
て
繰
り
返
し
復
習
し
て
お
こ
う
。

2022
本
試
）

2022

古
文
は
主
語
の
省
略
が
多
く
、
内

容
を
把
握
し
づ
ら
い
。
ま
ず
リ
ー

ド
文
や
注
を
よ
く
読
み
、
そ
の
場

面
の
背
景
や
人
物
関
係
を
と
ら
え

よ
う
。
次
に
内
容
合
致
問
題
な
ど

の
選
択
肢
に
ざ
っ
と
目
を
通
し
、

大
ま
か
な
内
容
を
つ
か
ん
だ
う
え

で
本
文
を
読
み
、
設
問
に
取
り
か

か
る
の
も
一
つ
の
方
法
。
少
々
わ

か
ら
な
い
箇
所
が
あ
っ
て
も
気
に

せ
ず
、
大
意
を
把
握
し
よ
う
。
複

数
の
本
文
が
出
題
さ
れ
て
も
、
特

に
変
わ
っ
た
対
策
は
不
要
。
大
ま

か
な
内
容
を
つ
か
ん
だ
う
え
で
、

相
違
点
や
共
通
点
を
把
握
す
る
こ

と
に
専
念
す
れ
ば
よ
い
。

リ
ー
ド
文
や
注
、

選
択
肢
に
目
を
通
し
て
、

大
ま
か
な
内
容
を

把
握
し
よ
う
！ こ

う
読
む
！

－ 4 －
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【
文
脈
把
握
】
傍
線
部
と
そ
の
前
後
が

解
答
の
根
拠
に
な
る
！

【
心
情
把
握
】
登
場
人
物
の

心
情
変
化
を
た
ど
れ
！

【
和
歌
の
理
解
】
和
歌
を
制
す
る
者
は

古
文
を
制
す
！

（
2021
本
試　

問
2
）

（
2021
追
試　

問
4
）

（
2021
本
試　

問
5
）

（
2022
本
試　

問
4
）

【
内
容
合
致
】
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
で

出
題
さ
れ
る
！

こ
う
問
わ
れ
る

こ
う
問
わ
れ
る

こ
う
問
わ
れ
る

こ
う
解
く
！

こ
う
解
く
！

こ
う
解
く
！

選
択
肢
を
丁
寧
に
、
か
つ

客
観
的
に
検
討
し
よ
う
！

登
場
人
物
の
言
動
、本
文
の
展
開
や
特
徴
な
ど
を
整
理
し
、

選
択
肢
を
絞
っ
て
い
こ
う
。
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
生
徒
に

よ
る
会
話
や
発
表
形
式
、
資
料
形
式
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
式
で
問
わ
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
主
観
や
一

般
論
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
本
文
と
の
相
違
を
丁
寧
に
確
か
め

な
が
ら
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
本
文
が
長

く
、
該
当
箇
所
を
探
す
の
に
手
間
取
る
場
合
は
、
先
に
選

択
肢
に
目
を
通
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

和
歌
の
構
造
と
修
辞
に
注
意
し
て

解
釈
し
よ
う
！

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
た
う
え
で
、

文
脈
を
丁
寧
に
た
ど
ろ
う
！

和
歌
の
理
解
に
関
す
る
設
問
は
、
共
通
テ
ス
ト
で
も
出
題
さ
れ
る
。

こ
の
種
の
設
問
で
は
、
地
の
文
か
ら
、
和
歌
が
詠
ま
れ
た
状
況
や

詠
み
手
の
心
情
を
押
さ
え
よ
う
（
手
順
１
）。
次
に
、
和
歌
の
構

造
や
修
辞
に
注
意
し
て
意
味
を
つ
か
も
う
（
手
順
２
）。
そ
の
う

え
で
、
消
去
法
で
選
択
肢
を
絞
り
込
ん
で
い
こ
う
（
手
順
３
）。

ま
た
、
掛か
け

詞こ
と
ば

・
縁
語
・
枕
詞
・
序
詞
な
ど
、
和
歌
の
修
辞
は
確
実

に
マ
ス
タ
ー
し
て
お
こ
う
。

主
な
文
脈
把
握
の
設
問
と
し
て
は
、
内
容
説
明
と
理
由
説
明
が
あ
る
。
内
容
説
明
で
は
、
傍
線

部
の
意
味
を
把
握
し
た
う
え
で
（
手
順
１
）、
何
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
か
を
考
え
る
こ
と
、

前
後
の
文
脈
を
踏
ま
え
て
具
体
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
（
手
順
２
）。
理
由
説
明
で
も
、

ま
ず
傍
線
部
の
内
容
を
理
解
し
（
手
順
１
）、
そ
の
う
え
で
そ
の
言
動
の
理
由
に
関
す
る
内
容

が
述
べ
ら
れ
た
部
分
を
見
つ
け
よ
う
（
順
接
確
定
条
件
の
接
続
助
詞
や
順
接
の
接
続
詞
に
注
目
）

（
手
順
２
）。

こ
う
解
く
！

登
場
人
物
の
言
動
や

心
理
描
写
に
着
目
し
よ
う
！

セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
心
情
把
握
の
問
題
が
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
出
題
さ
れ
、
共
通
テ
ス
ト
で
も
同
様
に
出

題
さ
れ
た
。
傍
線
部
の
内
容
を
把
握
し
た
う
え
で

（
手
順
１
）、
誰
の
、
何
に
対
す
る
、
ど
の
よ
う
な
心
情

な
の
か
を
押
さ
え
よ
う
（
手
順
２
）。
そ
の
際
、
登
場

人
物
の
言
動
や
心
理
描
写
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
よ
う
な
心
情
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
も
注
意
し
て
、
前

後
の
文
脈
を
丁
寧
に
確
認
し
よ
う
。
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共
通
テ
ス
ト
の
攻
略
ポ
イ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
試
験
の
漢
文
は
、
基
本
的
な
句
法
や
教
科
書

に
出
て
く
る
重
要
語
句
を
き
ち
ん
と
習
得
す
れ
ば
、
高

得
点
が
期
待
で
き
た
。
こ
れ
は
共
通
テ
ス
ト
も
同
様
で

あ
る
。
た
だ
し
、
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
複
数
の
、
出
典

の
異
な
る
本
文
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
故
事
成

語
な
ど
の
基
本
的
な
知
識
と
か
ら
め
て
問
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
落
ち
着
い
て
読
み
取
れ
ば
問
題
は
な
い
。

漢
文
漢
文

漢
文
そ
の
も
の
は
二
〇
〇
字
程
度
の
文
章
。

対
句
的
な
表
現
に
気
を
つ
け
な
が
ら
読
も
う
！

本
文

【
語
句
の
意
味
】
漢
文
特
有
の
意
味
を
持
つ

語
彙
は
一
五
〇
語
程
度
！

【
解
釈
】
漢
文
の
基
本
文
型
と
句
法
に

要
注
意
！

（
2021
本
試
）

（
2021
本
試　

問
1
）

（
2021
本
試　

問
5
）

こ
う

問
わ
れ
る

こ
う
問
わ
れ
る

2021
本
試
）

こ
う
解
く
！

こ
う
解
く
！

多
義
語
を
押
さ
え
、
文
脈
も

意
識
し
て
選
択
肢
を
吟
味
し
よ
う
！

語
句
の
意
味
は
頻
出
。
漢
文
特
有
の
意
味
を
持
つ
語
句
を

一
五
〇
語
程
度
は
覚
え
て
お
こ
う
。
多
義
語
は
そ
の
意
味
を

持
つ
熟
語
で
覚
え
て
お
く
の
が
よ
い
。「
乃
」
の
よ
う
に
何

度
も
出
題
さ
れ
る
語
も
あ
る
。
ま
た
、
試
行
調
査
で
は
語
の

読
み
も
出
題
さ
れ
た
。
問
題
を
解
く
際
は
、
傍
線
部
が
含
ま

れ
る
一
文
だ
け
を
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
解
説
の
手
順

に
あ
る
と
お
り
、前
後
の
文
脈
を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。

句
法
・
語
句
を
押
さ
え
て
傍
線
部
を

訳
し
、
文
脈
を
合
わ
せ
て
確
認
！

セ
ン
タ
ー
試
験
同
様
共
通
テ
ス
ト
で
も
、
句
法
や
重
要
語
句
に

注
意
し
な
が
ら
訳
す
の
が
必
須
の
手
順
だ
が
、
漢
文
の
基
本

文
型「
主
語
＋
述
語
＋
目
的
語（
補
語
）」を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

省
略
さ
れ
て
い
る
主
語
や
目
的
語
を
押
さ
え
る
、
指
示
語
の
指

示
内
容
を
確
認
す
る
な
ど
、
傍
線
部
に
よ
っ
て
必
要
と
な

る
手
順
を
確
認
し
、
前
後
の
文
脈
を
押
さ
え
て
選
択
肢
を
吟

味
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

本
文
の
ジ
ャ
ン
ル
は
様
々
。
セ
ン
タ
ー

試
験
で
は
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含

み
、
は
っ
き
り
し
た
テ
ー
マ
を
も
つ
文

章
が
多
か
っ
た
。
長
さ
は
二
〇
〇
字
程

度
で
、
構
成
が
明
確
な
も
の
が
出
題
さ

れ
て
い
た
。
共
通
テ
ス
ト
で
は
問
題
本

文
以
外
に
別
の
資
料
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
基
本
は
同
じ
で
あ
り
、

筋
道
を
追
っ
て
読
め
ば
正
解
に
た
ど
り

つ
け
る
。
傍
線
部
の
訓
点
が
省
略
さ
れ

て
い
る
箇
所
は
、
早
め
に
設
問
に
も
目

を
通
す
と
よ
い
だ
ろ
う
。
漢
詩
に
つ
い

て
の
知
識
（
押
韻
や
対
句
な
ど
）
も
身

に
つ
け
て
お
こ
う
。

句
法
を
押
さ
え
な
が
ら

論
理
的
に
読
も
う
！ こ

う
読
む
！
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【
文
脈
把
握
】
主
語
と
キ
ー
ワ
ー
ド
を

押
さ
え
る
！

【
空
欄
補
充
】
選
択
肢
を
見
て
、

空
欄
の
関
係
性
を
見
抜
く
！

【
訓
読
】
句
法
だ
け
で
な
く
、返
読
文
字
や

置
き
字
も
ポ
イ
ン
ト
！

【
主
旨
】
結
論
部
分
を
押
さ
え
た
う
え
で
、

全
体
の
構
成
を
考
え
る
！

（
2021
追
試　

問
5
）

（
2022
本
試　

問
4
）

（
2021
本
試　

問
4
）

（
2022
本
試　

問
7
）

こ
う

問
わ
れ
る

こ
う
問
わ
れ
る

こ
う

問
わ
れ
る

こ
う
解
く
！

こ
う
解
く
！

こ
う
解
く
！

こ
う
解
く
！

文
章
全
体
の
構
成
を
と
ら
え
よ
う
！

選
択
肢
か
ら
対
比
・
類
似
な
ど
の

関
係
を
見
抜
こ
う
！

セ
ン
タ
ー
試
験
で
出
題
さ
れ
た
文
章
で
は
、
多
く
が
結
論
部

分
に
筆
者
の
主
張
や
、
主
旨
を
と
ら
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ

た
。
共
通
テ
ス
ト
で
は
複
数
の
文
章
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
が
、
メ
イ
ン
の
文
章
に
着
目
す
れ
ば
よ
い
。
結

論
部
分
の
内
容
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
事
実
（
具
体
例
）
と

意
見
（
主
張
）
を
区
別
し
て
全
体
の
構
成
を
と
ら
え
よ
う
。

さ
ら
に
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
設
問
形
式
も
生
徒
の
会
話
や
発

表
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
が
、
難
問

は
な
い
の
で
、
落
ち
着
い
て
問
題
に
向
か
お
う
。

セ
ン
タ
ー
試
験
で
空
欄
補
充
問
題
が
出
題
さ
れ
る
の
は
ま
れ
で

あ
っ
た
が
、
例
外
が
漢
文
で
あ
る
。
漢
文
は
対
句
的
な
表
現
を

多
用
し
た
論
理
的
な
構
成
が
多
く
、
ま
た
共
通
テ
ス
ト
で
は
漢

詩
も
重
視
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
押
韻
も
あ
る
こ
と
か
ら

空
欄
補
充
問
題
の
対
策
は
必
須
で
あ
る
。
対
句
な
ど
の
表
現
に

着
目
し
な
が
ら
対
比
や
類
似
と
い
っ
た
関
係
を
押
さ
え
る
こ
と

が
必
須
の
手
順
だ
。
選
択
肢
を
参
考
に
し
て
文
の
関
係
性
を

と
ら
え
る
こ
と
も
解
答
の
早
道
。

句
法
や
語
法
を
押
さ
え
た
う
え
で
、

必
ず
解
釈
！

傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
、
前
後
の

文
か
ら
根
拠
と
な
る
箇
所
を
探
そ
う
！

訓
読
問
題
（
返
り
点
、
書
き
下
し
）
は
共
通
テ
ス
ト
で
も
出
題

さ
れ
る
。
漢
文
は
い
か
に
訓
読
す
る
か
が
す
べ
て
で
あ
る
か
ら

だ
。
重
要
句
法
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
返
読
文
字
や
置
き
字
も
大

切
。返
読
文
字
や
置
き
字
は
ど
ん
な
文
章
に
も
出
て
く
る
の
で
、

常
に
そ
の
意
味
や
用
法
を
確
認
し
よ
う（
手
順
１
）。
そ
し
て
、

句
法
な
ど
か
ら
選
択
肢
を
絞
っ
た
ら
、
必
ず
解
釈
し

（
手
順
２
）、
文
脈
に
合
う
か
確
認
し
よ
う
。

傍
線
部
の
理
由
や
心
情
が
問
わ
れ
た
場
合
も
、
ま
ず
は
傍
線
部

の
解
釈
が
前
提
と
な
る
（
手
順
１
）。
句
法
と
重
要
語
句
を

押
さ
え
て
正
確
に
訳
そ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
誰
（
何
）
が
何
に

対
し
て
ど
う
し
た
の
か
・
ど
う
い
う
気
持
ち
な
の
か
と
い
う
点
。

主
語
と
キ
ー
ワ
ー
ド
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
前
後
の
文
か
ら
根

拠
と
な
る
箇
所
を
探
し
（
手
順
２
）、選
択
肢
を
吟
味
し
よ
う
。
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